
平成２０年度教育研究の概要と成果、そして課題 
 

研究研修班 由谷るみ子 
 

１．相模原養護学校の現状 
近年、本校を希望する児童生徒が増え、校舎は過密化しています。知的障害教育において ADL
指導は欠かせないものですが、更衣室、食堂、トイレの確保も難しくなりました。障害も多様化

し、重度から軽度まで様々で、さらに障害は重度・重複化する傾向です。特別支援教育がはじま

り、その理念が機能するよう教職員、関係者は努力を続けています。しかし、まだ安定した支援

体制は整っておらず、特別支援学校への入学希望者が多くなっていると考えられます。この現状

を受け、特別支援学校は入学を希望する児童生徒を受け入れ、地域の障害児教育のセンター機能

を果たさなければなりません。結果として、小学部、中学部、高等部、分教室で教職員総数は約

150 人となりました。人数が増えると、教員間のコミュニケーションが難しくなります。分教室
は橋本高校にあり、本校でも職員室は高等部と小・中学部に分かれ、通路が十分確保できないほ

ど過密状態です。職員同士も学部が違うと、名前が曖昧なまま 1 年が過ぎてしまうのがここ数年
の現状です。特別支援学校は T・T（ティームティーチング）で多様な授業形態を行うため、打ち
合わせが不可欠ですが、人数が多いと、以前より時間調整や準備時間が必要になりました。また、

個別の教育保障のため個別の支援計画、個別教育計画など必要な書類が増えてきました。 
 
２．教育研究が研修中心になった理由と本年度の活動内容 
今年度の教育研究は、学校の置かれている実態と学校目標、教育研究に当てることのできる時

間をかんがみ、研修中心の計画を立てました。学校目標にあげられている「授業改善」を実現す

るためには、T・Tが有効に機能するための共通理解が必要となります。児童生徒の増加で教職員
の増加し、授業に対する共通理解に手間と時間がかかるようになりました。そこで、実態を把握

するためのアセスメントの研修と実施、一貫したコミュニケーション指導のための拡大・代替コ

ミュニケーション（AAC）の共通理解と環境整備、授業研究を深めるための授業評価・改善シー
トの導入を行いました。さらに、地域のセンター機能を果たすため、本校職員が講師となる公開

研修会、自作教材展の実施、今年度の取り組みについて、近隣小・中学校教員への研究授業の公

開、研究紀要の配布や研究内容の HP公開を行いました。          資料１参照 
高等部 3 年は昨年度から神奈川県より就労支援として「職業教育アドバイザー」の派遣をして
いただきました。企業の立場からの教育現場での具体的アドバイスをいただきながら、教育活動

全般と就労支援とのかかわりを研究してきました。自立支援法の施行以来、障害者の就労への期

待が高まる中、以前より学校の進路指導の質が問われるようになってきています。具体的な進路

への取り組みは高等部中心となりますが、小学部、中学部とともに全校で課題を共有する努力が

今後とも必要です。 
 
３．授業研究会が授業改善へと機能するために 
特に、授業研究に関する内容として、国立特別支援教育総合研究所の自閉症教育 7つのキーポ



イント、授業評価・改善シートを研究授業で取り入れました。理由は、本校の小学部・中学部の

自閉性障害（自閉的傾向・アスペルガー障害を含む）を持つ児童生徒は 6 割を超え、高等部・分
教室でも 3 割程度と高い割合を占めており、自閉性障害の特性を配慮した授業づくりをしていく
必要があるからです。また、昨年度実施した研究授業後の授業反省会で、授業評価の基準が明確

でないため、議論が深まらなかった反省を踏まえています。 
実践に当たって、著者である元国立特別支援教育総合研究所の齊藤宇開先生（現たすく）をお

招きし、自閉症教育７つのキーポイント、授業評価・改善シートに関する講演をしていただきま

した。基本的な内容を資料２・３にまとめました。詳細については、国立特殊教育総合研究所（２

００８）「自閉症教育マスターブック―キーポイントが未来を開く」ジアース出版、をご覧ください。 
 
４．今年度の反省と来年度に向けて 
 １）授業評価・改善シートに関して 
従来、本校の教育研究は、小学部、中学部、高等部、分教室で別れ、それぞれでテーマを決め

て研究するのが慣例でした。学校の実態から、今回、ほぼ全校で授業評価・改善シートによる授

業改善を研究内容としました。自閉症教育に関する、最近の研究成果に基づいた研究ができたこ

とに対して、評価する意見もありました。しかし、毎日の授業で授業評価・改善シートを使うに

は、書式の枚数の多さ、慣れない事による見にくさがあって難しいという意見があり、このまま

導入するのは難しいということとなりました。さらに、アセスメントの実施で中学部、高等部の

生徒の実態に大きな幅があることが明確になったことで、生徒によって授業の活動で意図される

キーポイントが異なる可能性があることもわかりました。そこで、来年度から授業評価改善シー

トの「改善を次回に生かす」要素、アセスメント結果やキーポイントを導入した指導案の書式を

現在検討中です。                            資料４参照 
 
２）アセスメント、拡大・代替コミュニケーション（AAC）に関して 
教職員の人事異動、児童生徒の進級などを考えると、今後も毎年定期的な研修を確保していく

ことで、小中高一貫した教育を支える要素の１つとしていくことを確認しました。 
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授業中の活動のねらいの明確化

従来型評価の観点

A関心・意欲・
主体性

B知識
C社会性
D技能

7つのキーポイント

①学習態勢

②指示を理解する、応じる

③自己管理能力

④楽しい結果を期待して取り組
む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲
と表現する力

⑥模倣できる、観察できる

⑦課題解決の手がかりとなる刺
激に注目できる

資料２

自閉症（知的障害）教育の
7つのキーポイント

〈主体性〉
人や活動に対し
て注目したり、
働きかけようと
する意欲

〈行動管理〉
①学習態勢
②指示を理解
③自己管理能力
④強化システムの
理解

〈コミュニケーショ
ン〉

⑤自ら何かを伝え
ようとする意欲と
表現する力

〈模 倣〉

⑥模倣できる、観
察できる

〈認 知〉

⑦課題解決の手が
かりとなる刺激に
注目できる

引用文献：国立特別支援教育研究所（2008）自閉症教育実践マスターブックーキーポイントが未来をひらく．

資料２
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授業評価・改善シートの概要

何をどうするのか、どんな
方法、手続き教材教具

①単元全体の計画

（授業プラン）

この時間で何をどうする
のかと、事後の評価改善

②本時計画

（授業シート）

全体の中で本時の反省
と今後の展開について

③授業記録と評価改善

（授業メモリー）

個別の評価が必要な児
童生徒、または個別課題

④個人評価

（授業カルテ）

資料３

①単元全体の計画
（授業プラン）

授業・評価改善シート 作成の手順 と授業の流れ

第1時
②本時計画
（授業シート）

授業１

☆授業担当者の話し合い
②授業シートに評価記入
③授業記録と評価改善
授業メモリーに次回への改善策を
記入

授業３授業２

第3時
②本時計画
（授業シート）

第2時
②本時計画
（授業シート）

☆授業担当者の話し合い
②授業シートに評価記入
③授業記録と評価改善
授業メモリーに次回への改善策を
記入

☆授業担当者の話し合い
②授業シートに評価記入
③授業記録と評価改善
授業メモリーに次回への改善策を
記入

資料３



 
 
 授業評価改善シート 
（授業プラン・授業シート） 
    ・小学部 
    ・中学部 
    ・高等部



                                                      シート番号＜ １ ＞ 
小学部 作成者  

学年・教室  領域・教科名： 平成２０年度 後期 
授業名（単元名）：紐を引っ張ってみよう 授業形態： 学年 

総時数（   ４ コマ） ①単元全体の計画 

   （授業プラン） 

 
１コマあたりの授業時間 

   ４０ 分 

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等） 

（単元設定の理由） 児童の実態から、友達とのかかわりやルールを理解して遊ぶような活動には支援が必要なことが多い。そこで、この単元では、どの児童も簡単に行うことができる引く動作をすること  

             で、くす玉が割れる、おもちゃが出る、缶が倒れる、風船が出てくるといった対象物の変化を期待して、自主的に紐を引く活動ができることを目標とした。 

（本単元のねらい）  ・教員の手本を見て、引く動作や手繰り寄せる動作を模倣することができる。  ・写真カードを手がかりにして、順番を守ることができる。  ・あそびを理解することができる。    

              ・遊びの中で、引いたり手繰り寄せたりすることで楽しいことがおこることを理解する。 ・教員や友達と一緒に活動しながら、あそびの楽しさを味わう。 

●授業の流れ ｷｰ P 支援の方法・手続き・教材教具等 

 
 

 
 

手話での授業の始めや終わりの挨拶、また「立つ」や「座る」という手話による指示など、授業全

体を通して手話を使いながらコミュニケーションを取るようにする。 

●活動内容の説明をする。 ② １時間の流れが分かるように、絵カードや手話を使う。児童に学習内容を理解させる。 

●教員が手本を見せる。 ②  

□１ 教員が引っ張る動作をするときに、注目する。  □１ ＭＴは手本を見せる際に、言葉がけや指差しなどをして注目させてから話をする。ＳＴも注

目させるように、担当児童に言葉がけや指差しなどをする。 

●写真カードを使い、順番を伝える。 ②  

□２ 順番やグループを確認する。  □２ 写真カードを全員に見せる。 

   順番が各自確認できるように指差しなどをする。 

   グループが分かるように、提示の際には工夫をする。 

●紐を引っ張る練習をする。 ④  

□３ 上から下へ引っ張る。引く。手繰り寄せる。 
   くす玉割り、先の見えない紐を引く、風船引き、空き缶倒しの

活動を通して、紐を引く練習をする。 

 

     
      
 

 

□３ 紐には、結び目を付けて引っ張りやすいようにしておく。 

テープを紐につけるなど、紐が目に入りやすいような工夫をする。 

引っ張ろうという気持ちがわいてくるように、最初のうちは紐を引っ張ると何かしらの強化

子（鈴や缶の音など）があるようにする。徐々に強化子のあるものを少なくしていき、選ぶ

楽しさを経験させる。 

紐が目に入らない児童には、指差し、言葉がけ、手を添えるなどの支援をする。 

模倣が難しい児童には、教員がついて活動の補助をする。 

     動作が止まった場合には、教員が実際に児童の前でどのようにすればよいか手本を見

せて模倣するように働きかける。 

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む 
⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる 



  小学部                                                     作成者  
 学年・教室  領域・教科名： 平成２０年度  後期  

授業名（単元名）：紐を引っ張ってみよう。 
②本時計画 （授業シート） 

第（ １／４ 回） 
シート番号 ２ 

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等） 

（単元設定の理由） ・児童の実態から、友達とのかかわりやルールを理解して遊ぶような活動には支援が必要なことが多い。そこで、この単元では、どの児童も簡単に行うことができる引く動作を 

             することで、くす玉が割れる、おもちゃが出る、缶が倒れる、風船が出てくるといった対象物の変化を期待して、自主的に紐を引く活動ができることを目標とした。 

（本単元のねらい） ・教員の手本を見て、引く動作や手繰り寄せる動作を模倣することができる。 ・写真カードを手がかりにして、順番を守ることができる。 ・あそびを理解することができる。 

             ・遊びの中で、引いたり手繰り寄せたりすることで楽しいことがおこることを理解する。 ・教員や友達と一緒に活動しながら、あそびの楽しさを味わう。 

●本時のねらい 

・自分で紐を選ぶことができる。 

・上から下へ、後ろへと引っ張ることに慣れる。 

・写真カードを手がかりにして、順番を知ることができる。 

●今日の授業名： 紐を引っ張ってみよう。 ｷｰ P 評価と改善点 

●くす玉割りをしよう。  指名される前に手で仕掛けを触れないように、教室前方ドアから教室に入るようにする。 
□１ 活動内容の説明を聞く。 ② □１ ○ 
□２ くす玉の紐を引っ張る。 ④ □２ くす玉を割ったときに、中に入れてある紙を見るのではなく、ほとんどの児童が割れたくす

玉を見ていた。割りたいとさらに思えるように、強化子としてくす玉の中に色やキャラクタ

ーをつけるなどの工夫をする。 
   割れているくす玉と割れていないくす玉があるので、割れてしまったくす玉の紐には洗濯ば

さみをつけて短くしておき、区別ができるようにする。 
●先の見えない紐を引っ張ってみよう。   
□３ 活動内容の説明を聞く。 ② □３ ○ 
□４ 紐を引っ張る。 ④ □４ 指名されて椅子に座るときに、椅子の向きが児童の方に向いていないと自分から椅子に座る

ことができない児童が大半だった。椅子の向きを児童の方にする。 
   紐を選べない児童のために、椅子に色やキャラクターをつけるようにする。 
   手繰り寄せていることが分かるように、紐には何色かの色をつけておくようにする。 
   紐は３人が座ってから渡すようにする。 

●バイキンマンから風船を助けよう。   
□５ 活動内容の説明を聞く。 ② □５ ○ 
□６ 紐を引っ張る。 ④ □６ 紐を引っ張って持ったまま席に戻ろうとする児童が多かった。紐を引っ張ってバイキンマン

の口から風船を出すことで終わりではなく、持って席に着くことまでを加えたい。 
  （全体）紐を引っ張りやすくするために、紐の途中に結び目を入れておく。 
自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む 

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる 



  小学部                                                 作成者  
 学年・教室  領域・教科名： 平成２０年度 後期  

授業名（単元名）：紐を引っ張ってみよう。 
②本時計画 （授業シート） 

第（ ２／４ 回）  

シート番号 ３ 

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）  省略…前回と同様 

●本時のねらい 

 ・自分で紐を選ぶことができる。 ・自分で選んで椅子に座ることができる。 ・上から下へ、後ろへと引っ張ることに慣れる。 ・写真カードを手がかりにして、順番を知ることができる。 

●今日の授業名： 紐を引っ張ってみよう。 ｷｰ P 評価と改善点 

●授業の挨拶をする。（１組） ①    ○ 

●くす玉割りをしよう。（２組）   

□１ 教室移動をする。（２組） ① □１ ○ 

□２ 活動内容の説明を聞く。 ② □２ ○ 

□３ 見本を見る。 ② □３ ○ 

□４ 写真カードを見て、順番を確認する。 ② □４ 順番の確認は、大きめの写真を黒板に貼り付けて、児童に提示をする。  

□５ 指名されたら前に出てくす玉の紐を引っ 

  張る。 

④ □５ くす玉の下部をしっかりとめるためにﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟを使っていたが、なかなかうまくくす玉が開かずに吊り下げてる紐の

周辺が破損してしまう。くす玉の下部で内側の部分に、ｾﾛﾊﾝﾃｰﾌﾟを輪にしたものをつけてとめるとうまく開いた。  

□６  席に着く。 ① □６ ○ 

●先の見えない紐を引っ張ってみよう。（ 組）   

□７  教室移動をする。（ 組） ① □７ ○ 

□８  活動内容の説明を聞く。 ② □８ ○  

□９  見本を見る。 ② □９ ○ 

□１０ 指名されたら前の椅子に座り、紐を 

    引っ張る （手繰り寄せる）。 

④ □１０ 鈴を紐に結びつけただけでは引っ張ったときの音が小さく、児童の様子を見ていると自ら引っ張ろうという動機付け 

にはなりにくいように思った。また、ぬいぐるみも同様である。以前缶の山を倒した経験があるが、そのとき児童が音や状態 

の変化に興味を示したことから、次回は缶の山が倒れるしかけも作るようにする。紐を引くときに同時にすると誰が缶を倒し 

たのか分からなくなるので、一人ひとりが順番に引くことにする。椅子取りゲームをして音楽が止まったところで椅子に座る 

ようにするか、椅子とカードの色のマッチングにするか、椅子の座り方については再度検討する。 

□１１ 席に着く。 ① □１１ ○ 

●バイキンマンから風船を助けよう。（ 組）   

□１２ 活動内容の説明を聞く。 ② □１２ ○ 

□１３ 見本を見る。 ② □１３ ○ 

□１４ 指名されたら前に出て、風船の紐を引

っ張る。 

④ □１４ バイキンマンの口から風船を出そうと紐を引っ張ることはできている。「助けて」とか「バイキンマンから救って」など、せりふを入れ 

るともっと積極的に楽しみながら活動することができるのではないか。魚の風船の紐は、持ちやすく目につきやすいものにする。 

□１５ 席に着く。（紐を持ったままで） ① □１５ ○ 

●授業の挨拶をする。（１組） ①     ○ 



 小学部                                                  作成者  
 学年・教室  領域・教科名： 平成２０年度 後期  

授業名（単元名）：紐を引っ張ってみよう。 
②本時計画 （授業シート） 

第（ ３／４ 回）  

シート番号 ４ 

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）     省略…前回と同様 

●本時のねらい  ・自分で紐を選ぶことができる。 ・自分で選んで椅子に座ることができる。 ・紐を引くとくす玉が割れることに注目できる。  

            ・紐を引くと缶が倒れることを期待して引くことができる。 ・天井を見て、風船を引くことができる ・写真カードを手がかりにして、順番を知ることができる。 

●今日の授業名： 紐を引っ張ってみよう。 ｷｰ P 評価と改善点 

●授業の挨拶をする。（ 組） ①  ○ 

●くす玉割りをしよう。（ 組）   

□１ 教室移動をする。（ 組） ① □１ 児童の教室への出入りを安全かつｽﾑｰｽﾞにするために、ﾃｰﾌﾞﾙを廊下に出して教室の出入り口を広くしておく。  

□２ 活動内容の説明を聞き、見本を見る。 ⑥ □２   

□３ 写真カードを見て、順番を確認する。 ⑦ □３   

□４ 指名されたら前に出て、くす玉の紐を 

   引っ張る。 

④ □４  くす玉から落ちてくるものを工夫する。色紙では、あっという間に落ちてしまい、落下する様子を見ることが難しい 

 児童がいる。そこで、中のものがクルクルと回転するなど、滞空時間が長くなるものを入れるようにする。上を向くことが 

 難しい児童には、変化の様子が分かるように目の前に紙テープが下りてくるというような工夫をする。 

□５  席に着く。 ① □５  ○ 

●先の見えない紐を引っ張ってみよう。（ 組）       

□６  教室移動をする。（ 組） ① □６  児童が教室移動をする前に、風船をバイキンマンの口の中に入れておく。 

□７  活動内容の説明を聞き、見本を見る。 ⑥ □７  ○ 

□８  写真カードを見て、順番を確認する。 ⑦ □８  ○ 

□９  指名されたら前の椅子に座り、紐を引っ

張る（手繰り寄せる）。 

④ □９  画用紙をつけた椅子を３脚用意していたが、色を見てから座る椅子を選ぶ児童はほとんどいなかった。そこで、 

 キャラクターに興味をもっている児童が多数いることから、前にある３脚の椅子の背もたれの部分にアンパンマンとドラ 

 えもんの絵を貼ることにする。 

□１０ 引っ張ること、手繰り寄せることが難しい 

    児童には補助をする。 

② □１０ ○ 

□１１ 席に着く。 ① □１１ ○ 

●バイキンマンから風船を助けよう。（ 組）   

□１２ 活動内容の説明を聞き、見本を見る。 ⑥ □１２ ○ 

□１３ 写真カードを見て、順番を確認する。 ⑦ □１３ ○ 

□１４ 指名されたら前に出て、風船の紐を引

っ張る。 

④ □１４ 今回は紐をつかみやすいように先端を輪にしていたが、そのために背伸びをしても紐に手が届かない児童がい

た。紐の長さを調整する。 

□１５ 席に着く。（紐を持ったままで） ① □１５ ○ 

●授業の挨拶をする。（ 組） ①     ○ 

    



 小学部                                                    作成者 
 学年・教室  領域・教科名： 平成２０年度 後期  

授業名（単元名）：紐を引っ張ってみよう。 
②本時計画 （授業シート） 

第（ ４／４ 回）  

シート番号 ５ 

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）   省略…前回と同様 

●本時のねらい  ・自分で紐を選ぶことができる。 ・自分で選んで椅子に座ることができる。 ・紐を引くとくす玉が割れることに注目できる。  

            ・紐を引くと缶が倒れることを期待して引くことができる。 ・天井を見て、風船を引くことができる ・写真カードを手がかりにして、順番を知ることができる。 

 

●今日の授業名： 紐を引っ張ってみよう。 ｷｰ P 評価と改善点 

●授業の挨拶をする。（ 組） ①   ○ 

   

●くす玉割りをしよう。（ 組）   

□１  教室移動をする。（ 組） ① □１ ○   

□２  活動内容の説明を聞き、見本を見る。 ⑥ □２ ○教室前方の机を移動させ、教室の出入り口のｽﾍﾟｰｽを広くしたために、スムーズに出入りすることができた。 

□３  写真カードを見て、順番を確認する。 ⑦ □３ ○  

□４  指名されたら前に出て、くす玉の紐を引っ 

    張る。 

④ □４  落下するものの滞空時間を長くするように工夫をしたが、落下しても目立たなかったこともありあまり注目でき 

    なかった児童がいた。くす玉から出てくるテープに注目することはできた。 

□５  席に着く。 ① □５ ○  

●先の見えない紐を引っ張ってみよう。（ 組）       

□６  教室移動をする。（ 組） ① □６ ○ 準備のために、アコーディオンカーテンで教室を仕切ってから風船を入れた。 

□７  活動内容の説明を聞き、見本を見る。 ⑥ □７ ○ 

□８  写真カードを見て、順番を確認する。 ⑦ □８ ○ 

□９  指名されたら前の椅子に座り、紐を引っ張る

（手繰り寄せる）。 

④ □９ 椅子のｷｬﾗｸﾀｰに注目することができる児童もいた。ｸﾞﾙｰﾌﾟ全員で一斉に、座る椅子を選ぶようにしていたが、 

１人ずつに名前を言って座る椅子を選ぶようにすれば、ゆっくりとｷｬﾗｸﾀｰを見て椅子を選ぶことができたと思った。 

□１０ 引っ張ること、手繰り寄せることが難しい児童 

    には補助をする。 

② □１０ ○ 

□１１ 席に着く。 ① □１１ ○ 

●バイキンマンから風船を助けよう。（ 組）   

□１２ 活動内容の説明を聞き、見本を見る。 ⑥ □１２ ○ 

□１３ 写真カードを見て、順番を確認する。 ⑦ □１３ ○ 

□１４ 指名されたら前に出て、風船の紐を引っ張る。 ④ □１４ ○ 紐の長さを前回よりも長めにしたので、どの児童も紐を引っ張ることができた。 

□１５ 席に着く。（紐を持ったままで） ① □１５ ○ 

●授業の挨拶をする。（ 組） ①     ○ 

 



シート番号＜ １ ＞

学部：小学部 作成者

学年・教室 領域・教科名： 生活 平成２０ 年度 後期PR
授業名（単元名 ：ピーナッツボールであそぼう 授業形態： 学年全体①授業プラン ）

児童生徒：総数 人 ／ 児童生徒：教師（ ： ）／ ＭＴ 名（ ，ＳＴ 名 総時数（ ４コマ））

（障害名等の特記事項） １コマあたりの授業時間

自閉性障害 人 知的障害 人 ４０ 分

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年の児童は 音楽に合わせて身体を動かすリトミックなどの学習を好み 楽しんで行うことができる そこで 音楽を生かして いろいろな身体の動、 、 。 、 、

きを引き出すことで、新しいあそびを広げられることをねらい「ピーナッツボールであそぼう」の学習を設定した。

本単元では ピーナッツボールを使い １ 転がす ２ またいで乗り ジャンプする ３ 運ぶ・斜面の上から転がす ４ ２個並べて身体をうつ伏せ、 、 ． 。 ． 、 。 ． 。 ．

にして乗る の４つの活動を行い 各活動に合った音楽を取り入れて 自ら楽しく身体を動かすことができるよう導いていく ひとりで行うことが難しい場。 、 、 。

面では 教員が補助をし 少しずつその補助を減らし ひとりでできる部分を増やしていけるよう指導を進める また 本学年児童の実態は 周りの友だち、 、 、 。 、 、

を意識し始めた段階なので、学年全員が集まり、パラシュートを使って踊るなどの活動を通して、みんなで楽しさを分かち合える学習を目指す。

●授業の流れ ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 支援の方法・手続き・教材教具等

ピーナッツボールを転がす。●

□１教員が行うのを見る。 ⑥ １ 絵カードを提示してから行う。

□２指名されたら立ち上がり、前へ出てピーナッツボールを転がす。 ④ ２ 「俵はごろごろ」の曲で２名ずつ行う。

□３ ３

ピーナッツボールにまたいで乗り、ジャンプする。●

□４教員が行うのを見る。 ⑥ ４ 絵カードを提示してから行う。

□５指名されたら立ち上がり前へ出てピーナッツボールにまたいで乗りジャンプ。 ④ ５ 「おうまはみんな」の曲で３名ずつ行う

□６ ６

ピーナッツボールを運ぶ・斜面の上から転がす。●

□７教員が行うのを見る。 ⑥ ７ 絵カードを提示してから行う。

□８指名されたら立ち上がり、転がってきたピーナッツボールを運ぶ。 ④ ８ 「どんぐりどこだ？」の曲で１名ずつ行う。

□９ピーナッツボールを斜面の上から転がす。 ④ ９ 運んだ児童が、次に斜面の上から転がす。

２個ピーナッツボールを並べた上にうつ伏せで乗る●

□ 教員が行うのを見る。 ⑥ 絵カードを提示してから行う。10 10
□ 指名されたら立ち上がり２個並べたピーナッツボールの上にうつ伏せで乗る ④ 「ツッピンとびうお」の曲で１名ずつ行う。11 11

12 12□



パラシュートを使ってあそぶ。●

□ パラシュートを持って歩いたり、上下に動かしたりする。 ② 歌に合わせて、動きの指示を出す。13 13
□ パラシュートの下に入り落ち着いて動きを見る。 ④ パラシュートの動きに注意を促す。14 14

15 15□

授業の流れを絵カードを見て理解する。●

□ 展開ごとに、絵カードを見て理解する。 ② ボードに順番に貼り、終わったらはずす。16 16
17 17□

18 18□

●（小見出し）

19 19□

20 20□

21 21□

●（小見出し）

22 22□

23 23□

24 24□

●（小見出し）

25 25□

26 26□

27 27□

●（小見出し）

28 28□

29 29□

30 30□

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 領域・教科名： 生活 平成 ２０年度 後期PR
授業名（単元名 ： ピーナッツボールであそぼう シート番号 １②授業シート ）

第（１／４ 回） ２０年 月 日

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年の児童は 音楽に合わせて身体を動かすリトミックなどの学習を好み 楽しんで行うことができる そこで 音楽を生かして いろいろな身体の、 、 。 、 、

動きを引き出すことで、新しいあそびを広げられることをねらい「ピーナッツボールであそぼう」の学習を設定した。

本単元では ピーナッツボールを使い １ 転がす ２ またいで乗り ジャンプする ３運ぶ・斜面の上から転がす ４ ２個並べて身体をうつ伏せに、 、 ． 。 ． 、 。 。 ．

して乗る の４つの活動を行い 各活動に合った音楽を取り入れて 自ら楽しく身体を動かすことができるよう導いていく ひとりで行うことが難しい場面。 、 、 。

では 教員が補助をし 少しずつその補助を減らし ひとりでできる部分を増やしていけるよう指導を進める また 本学年児童の実態は 周りの友だちを、 、 、 。 、 、

意識し始めた段階なので、学年全員が集まり、パラシュートを使って踊るなどの活動を通して、みんなで楽しさを分かち合える学習を目指す。

●本時のねらい

ピーナッツボールを使った３つの活動 １ 転がす２ またいで乗り ジャンプする３ ２～３個並べて身体をうつ伏せにして乗る を 教員と一緒に取（ ． ． 、 ． ） 、

り組めるようになる。教員と一緒にパラシュートを持って歩いたり、上下に動かしたりすることができるようになる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

ピーナッツボールを転がす。●

□１教員が行うのを見る。 ⑥ １ ○

□２指名されたら立ち上がり、前へ出てピーナッツボールを転がす。 ④ ２ ○

□３ ３

ピーナッツボールにまたいで乗り、ジャンプする。●

□４教員が行うのを見る。 ⑥ ４ ○

□５指名されたら立ち上がり前へ出てピーナッツボールにまたいで乗りジャンプ。 ④ ５ ○良くできたので、２個から３個に増やす。

２～３個のピーナッツボールを並べた上にうつ伏せで乗る。●

□７教員が行うのを見る。 ⑥ ７ ○

□８指名されたら立ち上がり、並べたピーナッツボールの上にうつ伏せで乗る。 ④ ８ ３個は難しいので、２個に減らす。

□９ ９

パラシュートを使ってあそぶ。●

□ パラシュートを持って歩いたり、上下に動かしたりする。 ② ○10 10
11 11□

12 12□

授業の流れを絵カードを見て理解する。●

□ 展開ごとに、絵カードを見て理解する。 ② 次回も活用する。13 13
14 14□



小学部 作成者

学年 領域・教科名： 生活 平成 ２０年度 後期PR
授業名（単元名 ： ピーナッツボールであそぼう シート番号 ２②授業シート ）

第（２／４ 回） ２０年 月 日

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年の児童は 音楽に合わせて身体を動かすリトミックなどの学習を好み 楽しんで行うことができる そこで 音楽を生かして いろいろな身体の、 、 。 、 、

動きを引き出すことで、新しいあそびを広げられることをねらい「ピーナッツボールであそぼう」の学習を設定した。

本単元では ピーナッツボールを使い １ 転がす ２ またいで乗り ジャンプする ３運ぶ・斜面の上から転がす ４ ２個並べて身体をうつ伏せに、 、 ． 。 ． 、 。 。 ．

して乗る の４つの活動を行い 各活動に合った音楽を取り入れて 自ら楽しく身体を動かすことができるよう導いていく ひとりで行うことが難しい場面。 、 、 。

では 教員が補助をし 少しずつその補助を減らし ひとりでできる部分を増やしていけるよう指導を進める また 本学年児童の実態は 周りの友だちを、 、 、 。 、 、

意識し始めた段階なので、学年全員が集まり、パラシュートを使って踊るなどの活動を通して、みんなで楽しさを分かち合える学習を目指す。

●本時のねらい

（ ． ． 、 ． ） 、 、ピーナッツボールを使った３つの活動 １ 転がす２ またいで乗り ジャンプする３ ２個並べて身体をうつ伏せにして乗る を 教員と一緒に行い

ひとりでできる部分を増やす。パラシュートを持って歩いたり、上下に動かしたりする活動を、教員と一緒に行い、ひとりでできる部分を増やす。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

ピーナッツボールを転がす。●

□１教員が行うのを見る。 ⑥ １ ○

□２指名されたら立ち上がり、前へ出てピーナッツボールを転がす。 ④ ２ ○

□３ ３

ピーナッツボールにまたいで乗り、ジャンプする。●

□４教員が行うのを見る。 ⑥ ４ ○

□５指名されたら立ち上がり前へ出てピーナッツボールにまたいで乗りジャンプ。 ④ ５ ○３人同時に行うことができ、待ち時間を減らせた。

□６ ６

２個のピーナッツボールを並べた上にうつ伏せで乗る。●

□７教員が行うのを見る。 ⑥ ７ ○

□８指名されたら立ち上がり、並べたピーナッツボールの上にうつ伏せで乗る。 ④ ８ ○２個で適切であった。

□９ ９

パラシュートを使ってあそぶ。●

□ パラシュートを持って歩いたり、上下に動かしたりする。 ② 盛り上がるので、クールダウンする活動を取り入れる。10 10
11 11□

12 12□

授業の流れを絵カードを見て理解する。●

□ 展開ごとに、絵カードを見て理解する。 ② 次回も繰り返し活用する。13 13
14 14□



小学部 作成者

学年 領域・教科名： 生活 平成 ２０年度 後期PR
授業名（単元名 ： ピーナッツボールであそぼう シート番号 ３②授業シート ）

第（３ ／４ 回） ２０年 月 日

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年の児童は、音楽に合わせて身体を動かすリトミックなどの学習を好み、楽しんで行うことができる。そこで、音楽を生かして、いろいろな身体の動きを引き出すことで、新しいあそびを広げら

れることをねらい「ピーナッツボールであそぼう」の学習を設定した。 本単元では、ピーナッツボールを使い、１．転がす。２．またいで乗り、ジャンプする。３運ぶ・斜面の上から転がす。４．２個並べて

身体をうつ伏せにして乗る。の４つの活動を行い、各活動に合った音楽を取り入れて、自ら楽しく身体を動かすことができるよう導いていく。ひとりで行うことが難しい場面では、教員が補助をし、少し

ずつその補助を減らし、ひとりでできる部分を増やしていけるよう指導を進める。また、本学年児童の実態は、周りの友だちを意識し始めた段階なので、学年全員が集まり、パラシュートを使って踊る

などの活動を通して、みんなで楽しさを分かち合える学習を目指す。

●本時のねらい

ピーナッツボールを使った新しい活動 運ぶ・斜面の上から転がす を 教員と一緒に取り組めるようになる パラシュートの下に入り 落ち着いてその（ ） 、 。 、

動きを見ることができるようになる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

ピーナッツボールを転がす。●

□１教員が行うのを見る。 ⑥ １ ○

、 。□２指名されたら立ち上がり、前へ出てピーナッツボールを転がす。 ④ ２ 次回は ボールを置く位置が分かるようにシートを置く

ピーナッツボールにまたいで乗り、ジャンプする。●

□４教員が行うのを見る。 ⑥ ４ ○

□５指名されたら立ち上がり前へ出てピーナッツボールにまたいで乗りジャンプ。 ④ ５ ○

● ３つの活動の達成状況から新しい活動を取り入れた。ピーナッツボールを運ぶ・斜面の上から転がす。

□７教員が行うのを見る。 ⑥ ７ ○

□８指名されたら立ち上がり、転がってきたピーナッツボールを運ぶ。 ④ ８ ○

□９ピーナッツボールを斜面の上から転がす。 ④ ９ 転がす位置が高すぎたので低くする。

２個のピーナッツボールを並べた上にうつ伏せで乗る。●

□ 児童が手本を行うのを見る。 ⑥ ○10 10
□ 指名されたら立ち上がり２個並べたピーナッツボールの上にうつ伏せで乗る ④ ○11 11
パラシュートを使ってあそぶ。●

□ パラシュートを持って歩いたり、上下に動かしたりする。 ② ○13 13
□ パラシュートの下に入り、落ち着いて動きを見る。 ④ ○14 14
授業の流れを絵カードを見て理解する。●

□ 展開ごとに、絵カードを見て理解する。 ② 注目度が減ったので 次回は 児童の目の前に提示して回16 16 、 、

る。

17 17□



小学部 作成者

学年 領域・教科名： 生活 平成 ２０年度 後期PR
授業名（単元名 ： ピーナッツボールであそぼう シート番号 ４②授業シート ）

第（４ ／４ 回） ２０年 月 日

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年の児童は、音楽に合わせて身体を動かすリトミックなどの学習を好み、楽しんで行うことができる。そこで、音楽を生かして、いろいろな身体の動きを引き出すことで、新しいあそびを広げ

られることをねらい「ピーナッツボールであそぼう」の学習を設定した。

本単元では、ピーナッツボールを使い、１．転がす。２．またいで乗り、ジャンプする。３運ぶ・斜面の上から転がす。４．２個並べて身体をうつ伏せにして乗る。の４つの活動を行い、各活動に合った

音楽を取り入れて、自ら楽しく身体を動かすことができるよう導いていく。ひとりで行うことが難しい場面では、教員が補助をし、少しずつその補助を減らし、ひとりでできる部分を増やしていけるよう指

導を進める。また、本学年児童の実態は、周りの友だちを意識し始めた段階なので、学年全員が集まり、パラシュートを使って踊るなどの活動を通して、みんなで楽しさを分かち合える学習を目指す。

●本時のねらい

ピーナッツボールを使った４つの活動 １ 転がす２ またいで乗り ジャンプする３ 運ぶ・斜面の上から転がす４ ２個並べて身体をうつ伏せにして（ ． ． 、 ． ．

乗る）を、できるだけひとりでできるようになる。絵カードの順番に沿って、ピーナッツボールの活動などに取り組めるようになる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

ピーナッツボールを転がす。●

□１教員が行うのを見る。 ⑥ １ ○

□２指名されたら立ち上がり、前へ出てピーナッツボールを転がす。 ④ ２ ○シートを置くことは、適切だった。

ピーナッツボールにまたいで乗り、ジャンプする。●

□４教員が行うのを見る。 ⑥ ４ ○

□５指名されたら立ち上がり前へ出てピーナッツボールにまたいで乗りジャンプ。 ④ ５ ○

ピーナッツボールを運ぶ・斜面の上から転がす。●

□７教員が行うのを見る。 ⑥ ７ ○

□８指名されたら立ち上がり、転がってきたピーナッツボールを運ぶ。 ④ ８ 教員の支援方法は、検討が必要である。

□９ピーナッツボールを斜面の上から転がす。 ④ ９ ○

２個のピーナッツボールを並べた上にうつ伏せで乗る。●

□ 児童が手本を行うのを見る。 ⑥ ○10 10
□ 指名されたら立ち上がり２個並べたピーナッツボールの上にうつ伏せで乗る ④ ○11 11
パラシュートを使ってあそぶ。●

□ パラシュートを持って歩いたり、上下に動かしたりする。 ② ○13 13
□ パラシュートの下に入り、落ち着いて動きを見る。 ④ ○14 14
授業の流れを絵カードを見て理解する。●

、 。□ 展開ごとに、絵カードを見て理解する。 ② ○目の前での提示が適切であり 絵ｶｰﾄﾞの使用に効果有16 16
17 17□



シート番号＜１＞

学部： 小学部 作成者

学年・教室 年 組 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 授業形態： 学年全体①授業プラン ）

児童生徒：総数 人／児童生徒：教師（ ： ）／ＭＴ 名，ＳＴ 名 総時数（ ８ コマ）

（障害名等の特記事項） １コマあたりの授業時間

自閉性障害 人 てんかん等 人 ダウン症 人 ４０ 分

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年のお金を扱う経験は、昨年度、数回ある。１つは、校外学習で海老名駅までの切符を券売機で買うこと、２つ目は、マクドナルドに行って１００

、 。 、 、円を払い 事前に決めてあった好きな飲み物を買うことであった その他の経験は家庭によって差があり 自分でお金を払う経験がほとんどない児童から

お店で好きな品物を選び、自分でお金を払うことができる児童までいる。これから社会に出るにあたって、店で必要な品物を選び、お金を払ってから品物

を得る流れを理解し、買い物をすることも必要になってくると考える。また、本学年は１月に実施する校外学習で、橋本駅周辺に行く予定である。目的の

１つに１００円ショップで買い物をすることがある。そこで、買い物に関しての初歩的な活動を学習し、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにし

たいと考え、この単元を設定した。

今回は、自分で買いたい物を１つだけ選べるようにすること、お金を払い、品物を得るという基本的な流れを理解すること、お金を出したり、レシート

を受け取ったりすることをスムーズに行えることを目標にして、買い物学習を行いたいと考える。また、公共の場であることを意識して行動し、品物を選

んだり、レジに並んだりするときに順番を守ることもできるようにさせたい。

●授業の流れ ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 支援の方法・手続き・教材教具等

● 買い物の流れを知ろう！（２時間）

、 、 、 、 、 、□１ 模擬買い物をすることを教員の説明で知る ⑦ １ 準備物…店の看板 レジ(２台) かご(６個) 品物 スーパーの袋 レシート

財布( 円) 、説明用の写真カード105
□２ 買い物についての流れを写真カード、教員の見本で知る ⑦ ２ 教員が買い物を行い、見本を見せる。

（一人１回模擬買い物を行う） 児童の人数を○人、○人、○人、○人、○人の５グループに分ける。

□３ 模擬買い物を行う ④ ３ 児童一人に教員一人が担当し、流れを理解できるように支援する。

● 模擬買い物を楽しもう！（４時間）

、 、 、 、 、 、□４ １００円ショップで模擬買い物をすることを教員の説明 ⑦ ４ 準備物…店の看板 レジ(２台) かご(６個) 品物 スーパーの袋 レシート

で知る 財布( 円)、説明用の写真カード105
□５ 買い物についての流れを写真カード 教員の見本で知る ⑥ ５ 教員が買い物を行い、見本を見せる。、

（一人２回模擬買い物を行う） 児童の人数を△人 △人 △人 △人の４グループに分ける 買い物の流れを、 、 、 。

理解できた児童は一人で行う。



□６ 財布を持ち、かごを取って売り場に行く ④ ６ 財布には１０５円だけ入れておく。

□７ 品物を１つだけ選び、かごに入れる ④ ７ 品物が１つだけ選べるように、児童の実態に応じて言葉かけをする。

□８ レジに並んでお金を払い、レシートを受け取って財布に ④ ８ 店員の役は教員が行い、スーパーの袋を買い物かごの中に入れる 「１０５円、

入れる です」と言ってお金を受け取る、レシートを渡すなど児童とやりとりをする。

□９ 買った品物をビニール袋に入れ、かごを片づける ⑦ ９ 買い物の流れをスムーズに行えるようにするため袋に品物を入れる場所とか

ごの置き場所を近い位置にする。

● 校外学習について知ろう（１時間）

□ いつ どこで 何をするか など校外学習の内容を ⑦ 準備物…写真カード、ビデオ10 10「 」「 」「 」

教員の説明や写真カード、ビデオで知る

□ 買い物の仕方を確認する ④ 模擬買い物で行った内容を確認する。11 11
□ 切符の買い方を見本や活動から知る ⑥ 児童の経験に応じて、言葉かけや補助の支援をする12 12

● １００円ショップで買い物をしよう！（１日 校外学習）

□ １００円ショップで買い物をする ④ 買い物の場面では、児童の実態に応じて、支援する。13 13

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 教室 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 シート番号 １②授業シート ）

第（ １／ ８回） 平成２０年 月 日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年は１月に実施する校外学習で 橋本駅周辺に行く予定である 目的の１つに１００円ショップで買い物をすることがある 買い物の流れを知り 品、 。 。 、

物を選んだりお金を出したりすることに慣れ、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにしたいと考え、この単元を設定した。

●本時のねらい

、 。・模擬買い物を教員の言葉かけや補助で行い かごを取る→品物を選ぶ→レジでお金を払う→買った品物を袋に入れる等の買い物の仕方に慣れる

・自分の買いたい品物を写真で１つだけ選び、写真と同じ品物を探す。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

● 教師の話を聞き、 買い物の仕方を知る

□１ １００円ショップで 模擬買い物をすることを教員の説 ⑦ １ ○ 日課カードの写真や教室の様子からお菓子があることを理解していた。、

明から知る

□２ 買い物についての流れを写真カード 教員の見本から知 ⑦ ２ 写真カードで説明してから見本を見せた 袋を開けて中身を見せることで 模擬、 。 、

る （一人１回模擬買い物を行う） 買い物だけで食べられないことを理解できたが、不満な児童は不安定になった。

● 模擬買い物をする （一人１回）。

□３ 写真カードで買いたい品物を選ぶ ④ ３ 写真カードをよく見ないで 手元にあるカードを取る児童がいた 校外学習のと、 。

、 、 。きには その場で買いたい物を決める方法をとることにし 写真カードはなくす

□４ 財布と写真カードを持ち かごを取って売り場に行く ④ ４ 財布は模擬買い物を行う直前に児童に渡す。、

□５ 写真カードと同じ品物を１つ選び、かごに入れる ⑥ ５ 品物の箱を振ったり 袋を押さえたりして 中身があるか確かめている児童がい、 、

た。マッチングができない児童が数名いた。次回からはマッチングはしない。

□６ レジに並んでお金を払い レシートを受け取って財布に ④ ６ レジのトレー、固定が必要である。、

入れる

□７ 品物をビニール袋に入れ、かごを片づける ⑦ ７ 品物を入れたビニール袋を置く場所として箱を準備する。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 教室 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 シート番号 ２②授業シート ）

第（ ２／ ８回） 平成２０年 月 日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年は１月に実施する校外学習で 橋本駅周辺に行く予定である 目的の１つに１００円ショップで買い物をすることがある 買い物の流れを知り 品、 。 。 、

物を選んだりお金を出したりすることに慣れ、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにしたいと考え、この単元を設定した。

●本時のねらい

・かごを取る→品物を選ぶ→レジでお金を払う→買った品物を袋に入れる等の買い物の流れを理解し、模擬買い物に慣れる。

・自分の買いたい品物を１つだけ選ぶことができるようにする。

・レジで財布からお金を出して、店員に渡し、レシートを受け取ることに慣れる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

● 教師の話を聞き、 買い物の仕方を知る

□１ １００円ショップで 模擬買い物をすることを教員の説 ⑦ １ ○ 日課カードや教室の設定から 何を行うかは理解できている お菓子の中身、 、 。

明から知る がないことは理解していて、不安定になる児童はいなかった。

□２ 買い物についての流れを写真カード 教員の見本から知 ⑥ ２ ○、

る （一人１回模擬買い物を行う）

● 模擬買い物をする。

□３ 財布を持ち、かごを取って売り場に行く ④ ３ 担当の教員が財布を持っておく。

□４ 品物を１つだけ選び、かごに入れる ④ ４ どこで品物を選ぶかはっきりさせるために通路と品物を置く机の間にしきりが

必要。

□５ レジに並んでお金を払い レシートを受け取って財布に ④ ５ レジの引き出しに直接お金を入れる児童がいる トレーに入れるように言葉かけ、 。

入れる が必要。

□６ 品物をビニール袋に入れ、かごを片づける ⑦ ６ 新しい机を準備し、場所を変更する。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 教室 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 シート番号 ３②授業シート ）

第（ ３／ ８回） 平成２０年 月 日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年は１月に実施する校外学習で 橋本駅周辺に行く予定である 目的の１つに１００円ショップで買い物をすることがある 買い物の流れを知り 品、 。 。 、

物を選んだりお金を出したりすることに慣れ、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにしたいと考え、この単元を設定した。

●本時のねらい

・かごを取る→品物を選ぶ→レジでお金を払う→買った品物を袋に入れる等の買い物の流れを理解し、模擬買い物を行う。

・自分の買いたい品物を１つだけ選ぶことができるようにする。

・レジで財布からお金を出して、店員に渡し、レシートを受け取ることがスムーズにできるようにする。

・品物を選ぶときやレジに並ぶ場面で、順番を待つことに慣れる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

● 教師の話を聞き、 買い物の仕方を知る

□１ １００円ショップで 模擬買い物をすることを教員の説 ⑦ １ ○、

明から知る

、 、 。 （ 、 、□２ 買い物についての流れを写真カード 教員の見本から知 ⑥ ２ 写真カードを見せながら 教員の見本を見せる 教員の役割分担 説明役 店員

る 買い物をする人）が必要。

● 模擬買い物をする（一人２回）

□３ 財布を持ち、かごを取って売り場に行く ④ ３ 席から買い物かごの置き場所まで移動する通路の確保が必要→児童の前の机の

間に隙間を空ける。

□４ 品物を１つだけ選び、かごに入れる ④ ４ 何を選ぶか迷っている児童もいる。１つだけということは大半理解できた。

□５ レジに並んでお金を払い レシートを受け取って財布に ④ ５ レジの中にお金を入れる児童がいるので トレーの上にお金を置くことを絵で表、 、

入れる 示する。財布は開けやすい物に替えてもらう必要がある。

□６ 品物をビニール袋に入れ、かごを片づける ⑦ ６ 場所を変更してよかった。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 教室 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 シート番号 ４②授業シート ）

第（ ４／ ８回） 平成２０年 月 日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年は１月に実施する校外学習で 橋本駅周辺に行く予定である 目的の１つに１００円ショップで買い物をすることがある 買い物の流れを知り 品、 。 。 、

物を選んだりお金を出したりすることに慣れ、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにしたいと考え、この単元を設定した。

●本時のねらい

・かごを取る→品物を選ぶ→レジでお金を払う→買った品物を袋に入れる等の買い物の流れを理解し、模擬買い物を行う。

・自分の買いたい品物を１つだけ選ぶことができるようにする。

・レジで財布からお金を出して、店員に渡し、レシートを受け取ることがスムーズにできるようにする。

・品物を選ぶときやレジに並ぶとき、順番を守ることができるようになる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

● 教師の話を聞き、 買い物の仕方を知る

□１ １００円ショップで 模擬買い物をすることを教員の説 ⑦ １ ○、

明から知る

□２ 買い物についての流れを写真カード 教員の見本から知 ⑥ ２ ○ 役割分担をしてよかった。、

る

● 模擬買い物をする（一人２回） 支援が必要な児童、一人でできる児童もいるため、グループを変更する。

□３ 財布を持ち、かごを取って売り場に行く ④ ３ 通路の確保と流れの問題で、いすを長いすに変更する。

□４ 品物を１つだけ選び、かごに入れる ④ ４ どれを買うか悩んだり、一度かごに入れても他の品物と変更する児童もいた。

１つだけということが理解できていない児童には言葉かけ、支援が必要。

□５ レジに並んでお金を払い レシートを受け取って財布に ④ ５ トレーの上にお金の絵を表示する レシートの紙が硬いためうまく入れられない、 。

。 。 。入れる 児童もいる 折り目をつけたレシートを渡す レジで並ぶ場面が見られてよかった

□６ 品物をビニール袋に入れ、かごを片づける ⑦ ６ 品物を袋に入れる場所がわからない児童もいるので、写真を机に貼る。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 教室 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 シート番号 ５②授業シート ）

第（ ５／ ８回） 平成２０年 月 日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年は１月に実施する校外学習で 橋本駅周辺に行く予定である 目的の１つに１００円ショップで買い物をすることがある 買い物の流れを知り 品、 。 。 、

物を選んだりお金を出したりすることに慣れ、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにしたいと考え、この単元を設定した。

●本時のねらい

・かごを取る→品物を選ぶ→レジでお金を払う→買った品物を袋に入れる等の買い物の流れを理解し、模擬買い物を行う。

・自分の買いたい品物を１つだけ選ぶことができるようにする。

・レジで財布からお金を出して、店員に渡し、レシートを受け取ることがスムーズにできるようにする。

・品物を選ぶときやレジに並ぶとき、順番を守ることができるようになる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

● 教師の話を聞き、 買い物の仕方を知る

□１ １００円ショップで 模擬買い物をすることを教員の説 ⑦ １ １００円ショップの写真を提示し １月に校外学習に行くことを簡単に説明す、 、

明から知る る。

□２ 買い物についての流れを写真カード 教員の見本から知 ⑥ ２ ○ 教員の見本があってよかった。説明と動作のタイミングを確認した。、

る

● 模擬買い物をする（一人２回）

□３ 財布を持ち、かごを取って売り場に行く ④ ３ 長いすを使ってよかった。財布を置く位置を教室の両隣の棚にする。

□４ 品物を１つだけ選び、かごに入れる ④ ４ ○

□５ レジに並んでお金を払い レシートを受け取って財布に ④ ５ レジの皿にお金の絵があってよかった レジ係の教員はお店の役に徹する 支援、 。 （

入れる する教員のいない児童２人には適宜、言葉かけをする 。レシートは半分に折った）

ものを、開いて渡す（児童３人については、半分に折ったものを渡す 。）

□６ 品物をビニール袋に入れ、かごを片づける ⑦ ６ 迷っている児童には 店員役の教員が こちらで袋に入れてください と言葉か、 「 」

けをする 児童がダンボール箱に買った品物を入れ 財布を担当教員に渡す かご。 、 。

を片づけた後、レジ係の教員がかごを両隣に３個ずつに分ける。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 教室 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 シート番号 ６②授業シート ）

第（ ６／ ８回） 平成２０年 月 日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年は１月に実施する校外学習で 橋本駅周辺に行く予定である 目的の１つに１００円ショップで買い物をすることがある 買い物の流れを知り 品、 。 。 、

物を選んだりお金を出したりすることに慣れ、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにしたいと考え、この単元を設定した。

●本時のねらい

・かごを取る→品物を選ぶ→レジでお金を払う→買った品物を袋に入れる等の買い物の流れを理解し、模擬買い物を行う。

・自分の買いたい品物を１つだけ選ぶことができるようにする。

・レジで財布からお金を出して、店員に渡し、レシートを受け取ることがスムーズにできるようにする。

・品物を選ぶときやレジに並ぶとき、順番を守ることができるようになる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

● 教師の話を聞き、 買い物の仕方を知る

□１ １００円ショップで 模擬買い物をすることを教員の説 ⑦ １ ○ 買い物学習が校外学習につながっていることを知ることができた。、

明から知る

□２ 買い物についての流れを写真カード 教員の見本から知 ⑥ ２ ○ 繰り返し行っているので、理解している。、

る

● 模擬買い物をする（一人２回）

□３ 財布を持ち、かごを取って売り場に行く ④ ３ 言葉かけが必要な児童もいるので、児童に応じて支援をする。

□４ 品物を１つだけ選び、かごに入れる ④ ４ 最初に比べて○ 理解できない児童には言葉かけが必要。

□５ レジに並んでお金を払い レシートを受け取って財布に ④ ５ ○ 一連の流れがわかってきた トレーにお金の絵をつけることでスムーズにお、 。

入れる 金を出すことができた。レシートに折り目を付けてよかった。

□６ 品物をビニール袋に入れ、かごを片づける ⑦ ６ 所定の場所にかごを持っていくことを理解していない児童もいるので 言葉かけ、

や補助が引き続き必要。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



小学部 作成者

学年 教室 領域・教科名： 生 活 平成２０年度 後期

授業名（単元名 ： 買い物学習 シート番号 ７②授業シート ）

第（ ７／ ８回） 平成２１年 月 日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

本学年は１月に実施する校外学習で 橋本駅周辺に行く予定である 目的の１つに１００円ショップで買い物をすることがある 買い物の流れを知り 品、 。 。 、

物を選んだりお金を出したりすることに慣れ、校外学習でもスムーズに買い物ができるようにしたいと考え、この単元を設定した。

●本時のねらい（事前学習）

・教員の説明、写真カードやビデオから校外学習について知る。

・前回までの学習の経験を生かして、模擬買い物を行う。

・練習用の券売機で切符を買う練習をして、お金を入れたり、切符の受け取ったりすることに慣れる。

●今日の授業名： ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点

、 。● 教員の話を聞き 校外学習について知る

「 」 」 。 、 、□１ 校外学習の内容（ いつ 「何に乗って「どこで 「何を ⑥ １ 写真があることで集中して見ていた 次の行事の事前学習では 児童が答える

するか ）について、教員の説明と写真カードから知る 貼るなどの活動を取り入れる。」

● 模擬買い物をする（一人１回）

□２ 財布を持ち、かごを取って売り場に行く ④ ２ ○ 前回まで学習した買い物の流れをよく覚えていた。

□３ 品物を１つだけ選び、かごに入れる ④ ３ ○ 前回までより少ない品物の中から、１つだけ品物を選ぶことができた。

□４ ﾚｼﾞに並んでお金を払い ﾚｼｰﾄを受け取り財布に入れる ④ ４ ○、

□５ ビニール袋に入った品物を受け取り かごを片づける ⑦ ５ ○、

□６ １００円ショップで売っているお菓子の写真を見る ⑥ ６ ○ ４枚の写真を提示したが、どの写真もよく見ていた。

● 切符を買う練習をする（一人１回）

□７ 教員の見本を見る ⑥ ７ ○

□８ 財布を持ち、券売機の前に行き、友だちの活動を見る ⑥ ８ ○

、 、 。□９ １００円を入れて、ボタンを押す ⑦ ９ ○ お金を入れたり ボタンを押したりする活動は 言葉かけだけでできていた

□ 切符とおつり１０円を受け取り、財布に入れる ⑦ おつりの１０円を押し戻そうとする児童がいたので １０円は受け皿に落とせば10 10 、

よかった。

● 写真やビデオを見て、校外学習について知る

□ 写真やビデオを見ながら教員の説明を聞く ⑥ ○11 11
自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



                                                          作成者 ＊＊＊ 

中学部  美術室 領域・教科名： 美術科 平成２０年度 後期  
授業名（単元名）：輪投げをつくろう 本時計画（授業シート） 

第（ ２／２ 回）  平成２０年 月 日 
シート番号 １ 

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等） 

 身近な遊びである輪投げの輪を題材とすることで、作成や装飾といった活動に対し、より高い関心や意欲を持たせることを考えた。感触や色合いから、輪の素材

にはカラー段ボール（一部普通のもの）を用意した。装飾の素材は、個々の生徒にとっての扱いやすさ、関心等を考え用意した。ねらいとしては、関心をもって製

作活動を楽しく行うことや、素材の成形（形を意識しハサミで切る、手でちぎる、まるめるなど）や台紙への接着を通して、手指の巧緻性を高めたり、はさみやは

けなどの道具の操作をより高めることである。 
●本時のねらい 

 教員の説明や手本の提示に注目し製作物や活動の内容を知る。製作物の目的や素材の持ち味などから、より関心を持ち楽しく製作にあたることができる。ハサミ

や手ちぎりなど個々の課題に合った方法で形を意識するなどして素材を成形しつつ、巧緻性や道具に対しての操作性を高める。のり（ボンド）やテープを使い、よ

り意識して素材を接着することができる。友達の作品を鑑賞したり、自分の作品を紹介することで、集団での学習を意識し以後の学習活動への意欲を高める。 

●今日の授業名： 輪投げをつくろう ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 評価と改善点 

●（小見出し）教員の説明を聞いたり、クイズに参加し、目的や活動を知る。   
□１教員の話に注目できたか。 ⑦ □１多数の参観者という環境を考えれば MT に注目できた。 
□２教員の問いかけに対し、回答、身振り、表情などで反応ができたか。 ② ⑤ □２具体物の提示は有効であった。 
□３見本（具体物）を見て、形や目的を意識することができたか。 ⑦ □３見本を大きくしたのは有効、後方の生徒をどうするか。 
●（小見出し）台紙づくり   
□４はけなどで台紙にのりを適切に塗ることができたか。 ② □４自分から刷毛に手がのびる生徒が多かった。 
□５台紙を貼り合わせることができたか。 ② □５台紙の方向などでの教員支援は有効であった。 
●（小見出し）素材づくり   
□６複数の素材から使うものを選ぶことができたか。 ④ □６選択肢を絞ったことは良かった。 
□７ハサミや手ちぎり等で個々の課題に合わせて素材を成形できたか。 ② ③ □７○（活動内容表等での課題の洗い出しは有効） 
□８ハサミなどの道具については、適切に扱うことができたか。 ③ □８○ 
□９目的や素材への関心に動機づけられ、楽しく製作に取りくむことができたか。 ④ □９○だが、今後の素材をどう考えるか・・・ 
●（小見出し）素材の貼付け   
□10 台紙や素材にのりやテープをつけ、その部分に意識して貼ることができたか。 ② ⑦ □10 ボンドの塗布位置など意識できた。ボンドの入れ物。 
□11 目的や素材への関心に動機づけられ、楽しく製作に取りくむことができたか。 ④ □11 輪投げの道具という設定は比較的わかりやすかった。 
●（小見出し）作品のまとめや鑑賞   
□12 友達の作品に注目し、自分と同じ素材を見つけたりできたか。 ⑦ □12 時間の関係で不十分だった。 
□13 自分の作品を皆の前で紹介することができたか。（一部の生徒） ⑤ □13 代表の生徒は皆に見せると言う意識は感じられた。 
□14 友達の作品や教員の問いかけに対し何かの反応ができたか。 ② ⑤ □14 時間の関係で不十分だった。 
自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む 

   ⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる 
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●授業のねらい：・身近な乗り物である電車に興味を持つ。  

        ・電車工場を見学して電車の中はどういう構造になっているのかを見たり聞いたりして関心を持つ。 

        ・工場の中で行われている作業に興味、関心を持つ。 

授業では「考える班」と「作る班」に分かれて学習する。 

グループ学習設定について：グループの実態  ・考える班（８名） 会話のやりとりによって話し合いをすすめることができる。 

                      ・作る班（１３名） 作業課題を通して授業内容への理解を深めることができる。 

活動内容について：   ・考える班 活動計画表を作成する。工場への質問を考える。  ・作る班  電車の模型を作る。 

各グループの目標について：  ・考える班 自ら何かを伝えようとする意欲を育てる。質問して新しい知識を得ることで達成感をもつ。 

               ・作る班  楽しいことやうれしいことへ期待感を持って活動に向かう力を養う。 

●授業の流れ ｷｰﾎﾟｲﾝﾄ 支援の方法・手続き・教材教具等 

●第１・２回 校外学習の場所を知ろう！   
１ビデオを視聴する。 ⑦ 校外学習への興味や期待を高める。 
２考える班・作る班に分かれる。 ① 名前を呼び写真を見せて自分たちの班の意識をさせる。 
３日程表を作成する。 ④ 日程表を作ることで当日の行動を知る。 
第３・４回  どんな所か考えてみよう！   
１ビデオを視聴する。 ⑦ 質問をするという意識を持たせる。 
２質問を考える。 ④ 電車や工場での作業に深く関心を持つ。 
３質問を書く。 ⑤ 当日読み上げる原稿を作る。 
第５回    みんなの前で質問できるかな！   
１質問の発表練習をする。 ⑤ 事前学習のまとめとしてみんなの前で発表することを意識させる。 
第６回    次はいよいよ出かけるぞ！   
１しおりに名前を書き確認する。 ② 校外学習当日の行動を確認させる。 
第７回    上手に発表できるかな！   
１みんなの前で発表 ⑤ 大きな声で落ち着いて発表できるように意識させる。 
２日程・電車に関するクイズに答える。 ④ クイズに積極的に参加して発表できるよう意識させる。  

 

 学部：中学部 作成者  

 学年・教室  プレイルーム 領域・教科名： 生活 平成 ２０年度 前期 
授業名（単元名）：校外学習事前学習 授業形態：集団学習 

総時数（７コマ） 
①単元全体の計画 

 
（授業プラン） 

 

児童生徒：総数 人 ／ 児童生徒：教師（ ） ／ ＭＴ 名 ＳＴ  名 
（障害名等の特記事項）自閉症  人/知的障害 人 

            

１コマあたりの授業時間 

        ４５分 

 



                                                 作成者  
中学部 プレイルーム 領域・教科名：生活 平成  20年度 前期  

授業名（単元名）：電車工場へ行こう。 ②本時計画 （授業シート） 
第（ ７／７ 回）  平成 20年   月  日 

シート番号 ＜２＞ 

● 授業のねらい                                       

身近な乗り物である電車に興味を持つ。 

  電車工場を見学して電車の中はどういう構造になっているのかを見たり聞いたりして関心を持つ。 

  工場の中で行われている作業に興味、関心を持つ。 

●本時のねらい 

これまでの学習で学んだことを発表しお互いの活動を認めあい校外学習への関心・意識を高める。 

  様々なクイズを解くことにより、校外学習への意欲を高める。 

● 今日の授業名：  ｷｰ P 評価と改善点 

●あいさつ・本時の説明を聞く。   
□１日直は前へ出て号令をかける。 ① □１ ○ 
□２他の生徒は日直へ注目する。 ① □２ ○ 
□３ＭＴを注視し本時の説明を聞く。 ⑦ □３ ○ 
   
●これまでの学習で学んだことを発表する。（考える班）   
□４考える班は横へ移動し椅子に座る。 ② □４ ○ 
□５代表の生徒は班の活動内容を説明する。 ⑤ □５ ○ 
□６順番に一人ずつ発表する。 ⑤ □６ ○ 大きな声で発表できていた。 
□７発表を聞く。（作る班） ⑦  
●これまでの学習で学んだ事を発表する。（作る班）   
□８作った作品を発表する。 ① □７ ○ 
□９発表を聞く。（考える班） ⑦ □８ ○ 
   
●日程、電車に関する事をクイズ形式で確認をする。   
□10 クイズの問題を聞く。 ⑦ □９ 問題の数が多かったので途中から生徒の集中力がなくなっていた。 
□11答えがわかったら挙手する。 ④ □10  
□12ＭＴに指名されたら答える。 ⑤ □11 生徒に合わせた問題を作ったが、全ての生徒が参加できていなかっ   

   た。座っているだけの生徒もいたので工夫が必要だった。 
●終わりのあいさつ   
□13日直は前へ出て号令をかける。 ① □12 ○ 
□14他の生徒は日直へ注目する。 ① □13 ○ 
 



シート番号＜１＞

学部： 高等部 作成者

学年・教室 ○ 領域・教科名：作業学習（コンクリート班） ２００８年度 後期

授業名（単元名 ：生コン作り 授業形態：集団学習①授業プラン ）

児童生徒：総数 人 ／ 児童生徒：教師（ ： ）／ ＭＴ 名，ＳＴ 名 総時数（４コマ）

（障害名等の特記事項） １コマあたりの授業時間

１２０分

●授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

基本的には就労に向けて必要な力を身につけていくことを目的とするが、生徒の実態に応じ、日常生活のスキル向上を

はかる機会とする。本作業は 「生コン作り（本時 」と「製品の取り出しと型枠清掃」の２展開であるが 「生コン作り」、 ） 、

でのねらいは次のとおりである。

・指示を正しく理解し、決められた手順（工程）で作業し、規格品を作ることを意識する。

・道具を正しく安全に扱う。特にスコップ・バケツを正しく持ち、使いこなせるようにする。

・仲間と協力して、作業に取り組む。

●授業の流れ ｷｰP･ 支援の方法・手続き・教材教具等評価

●準備

□１ 身支度（作業日誌を所定の場所に置き、長靴、軍手を身に付ける） ③ １ 声かけ、目印等

前回の学習を思い出させる□２ 整列、挨拶（所定の位置に集合する） ③ ２

工程表□３ 今日の作業の説明 ③ ３

生徒同士で をかけさせる□４ 作業場所の準備（長机を協力して外に出す） ⑥ ４ かけ声

●材料の量り入れ

□５ 自分の分担（砂・砂利・セメント）を確認する ② ５ 個々の適正把握、黒板の利用

させる□６ 必要な道具（スコップ）を選ぶ ② ６・ａ 質問。目的を確認

（必要に応じ目印等）□７ スコップ、ひしゃくを正しく持ち、バケツの目印まで材料を入れる ⑦ ７・ｂ 握り方の徹底

「できたら？」と促す□８ 教員に報告し確認を受ける ⑤ ８

自分で場所を確認させる□９ 材料を所定の位置に運び、道具を片づける ② ９

●生コンの空練り

質問□１０ 必要なスコップを用意する ② １０・ａ

取っ手と底を確実に持たせる□１１ ⑥ １１正しくバケツを持ち砂利・砂を舟にあける。バケツを所定の場所に戻す ・ｂ

ａ、握り方、返し方の徹底（繰り返して習得）□１２ ２人組でタイミングを合わせてスコップを返して混ぜる ② １２・ｂ

ｂ、かけ声等で相手と合わせる。

取っ手と底を確実に持たせる□１３ セメントを加える ⑥ １３・ｂ

□１４ ２人組で混ぜる ② １４ １２に同じ・ｂ

評価：ａ…正しい道具を選べる

ｂ…正しくスコップ・バケツを

を持てる。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



●生コンの本練り

□１５ 混ぜた砂、砂利、セメントを山状にし、中央部を凹ませる ② １５ 口頭指示

取っ手と底を確実に持たせる□１６ 水を加える ② １６・ｂ

１２に同じ□１７ ２人組・４人組で練る ② １７・ｂ

●型枠への流し込み

入れる量に注意（入れすぎない）□１８ ピンクバケツに生コンを入れる ② １８

させる□１９ バケツを型枠まで運ぶ ② １９・ｂ 「両手」を意識

取っ手と底（凹みがある）を確実に持たせる□２０ バケツを正しく持ち、型枠に流し込む ⑥ ２０・ｂ

動線の確保と意識付け□２１ 正しい順路でバケツを元の位置に戻す（１９～２１繰り返す） ② ２１

●バイブレーター、籠手仕上げ

一緒に行って補助する□２２ バイブレーターのスイッチを入れる ② ２２

底まで届かせる。空気が抜けることを確認させる□２３ 型枠に差し込み、上下に動かして空気を抜く ⑥ ２３

仕上がりを自分なりに見極めさせる□２４ 籠手で平らに仕上げる。仕上がったら報告して確認を受ける ⑤ ２４

●道具洗い（バイブレーターと並行）

セメントの汚れに気付かせる。報告の促し□２５ 束子を準備して、バケツ・スコップ・舟を洗う ⑤ ２５

「両手」の意識 かけ声□２６ 洗った道具を干す ② ２６ 付け、大物は複数で

●挨拶

口頭指示□２７ 指示された場所に集合する ③ ２７

午前の作業の振り返り□２８ 午前の作業についての講評、午後の予告を聞く ③ ２８

□２９ 挨拶する ① ２９

自分でできるだけ取り組ませる□３０ 長靴、軍手を所定の位置に戻し、退室する ③ ３０

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む

⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



高等部 作成者 ○○

学年・教室 ○ 領域・教科名：作業学習（コンクリート班） ２００８年度 前期

授業名（単元名 ：生コン作り シート番号 １②授業シート ）

第（１／３回） ２００８年○月○日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

基本的には就労に向けて必要な力を身につけていくことを目的とするが、生徒の実態に応じ、日常生活のスキル向上を

はかる機会とする。

・指示を正しく理解し、決められた手順（工程）で作業し、規格品を作ることを意識する。

・道具を正しく安全に扱う。特にスコップ・バケツを正しく持ち、使いこなせるようにする。

・仲間と協力して、作業に取り組む。

●本時のねらい

・指示された道具を選ぶ。

・スコップ、バケツを正しく持って操作する。

・仲間の作業ぶりを見ている。

●今日の授業名：生コン作り ｷｰP・ 評価と改善点評価

●準備

□１ 身支度（作業日誌を所定の場所に置き、長靴、軍手を身に付ける） ③ １ △指示には従ってできた。長靴の記号は理解できた。

□４ 作業場所の準備（長机を協力して外に出す） ⑥ ４ ○声かけだけでできた

●材料の量り入れ

□５ 自分の分担（砂・砂利・セメント）を確認する ② ５ △全体指示の後、グループ毎に指示した。

□６ 必要な道具（スコップ）を選ぶ ② ６ △（今日は）教えてその場で確認できた。・ａ

△「 印まで）きたよ」等声をかけた。□７ スコップ、ひしゃくを正しく持ち、バケツの目印まで材料を入れる ⑦ ７・ｂ （

□８ 教員に報告し確認を受ける ⑤ ８ △促した（形式的な状況もあった 。）

●生コンの空練り

□１０ 必要なスコップを用意する ② １０○今日指名した２人はできた。・ａ

□１１ ⑥ １１△教えたり、示したりしてできた。正しくバケツを持ち砂利・砂を舟にあける。バケツを所定の場所に戻す ・ｂ

□１２ ２人組でタイミングを合わせてスコップを返して混ぜる ② １２△２人で合わせることが目標になる生徒と、正しくスコップ・ｂ

を扱えることが目標になる生徒がいる。それぞれに応じた指（ 、 ）以下□１４セメントを加えた空練り □１７水を加えた本練りも同様

示をすることを確認。

●型枠への流し込み

□２０ バケツを正しく持ち、型枠に流し込む ⑥ ２０△取っ手を持つことをせず、バケツの縁を持ちやすい。・ｂ

□２１ 正しい順路でバケツを元の位置に戻す（１９～２１繰り返す） ② ２１△今日の授業では特に指示せず。

評価：ａ…正しい道具を選べる

ｂ…正しくスコップ・バケツを

を持てる。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む
⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる



高等部 作成者 ○○

学年・教室 ○ 領域・教科名：作業学習（コンクリート班） ２００８年度 前期

授業名（単元名 ：生コン作り シート番号 ２②授業シート ）

第（２／３回） ２００８年○月○日

授業のねらい（単元設定の理由，本単元のねらい等）

基本的には就労に向けて必要な力を身につけていくことを目的とするが、生徒の実態に応じ、日常生活のスキル向上を

はかる機会とする。

・指示を正しく理解し、決められた手順（工程）で作業し、規格品を作ることを意識する。

・道具を正しく安全に扱う。特にスコップ・バケツを正しく持ち、使いこなせるようにする。

・仲間と協力して、作業に取り組む。

●本時のねらい

・指示された道具を選ぶ。

・スコップ、バケツを正しく持って操作する。

・仲間の作業ぶりを見ている。

●今日の授業名：生コン作り ｷｰP・ 評価と改善点評価

●準備

。 。□１ 身支度（作業日誌を所定の場所に置き、長靴、軍手を身に付ける） ③ １ ○軍手をつけられない生徒がいる 自分の長靴は記号で理解

□４ 作業場所の準備（長机を協力して外に出す） ⑥ ４ ○

●材料の量り入れ

□５ 自分の分担（砂・砂利・セメント）を確認する ② ５ ○ほぼできている。

□６ 必要な道具（スコップ）を選ぶ ② ６ △剣スコ、角スコ違いは理解、使途による判断は不十分。・ａ

□７ スコップ、ひしゃくを正しく持ち、バケツの目印まで材料を入れる ⑦ ７ ○・ｂ

□８ 教員に報告し確認を受ける ⑤ ８ △場面的に次の作業に移ってしまう傾向あり。

●生コンの空練り

□１０ 必要なスコップを用意する ② １０○「角スコ」と指示してできた。次回は判断させる。・ａ

□１１ ⑥ １１○正しくバケツを持ち砂利・砂を舟にあける。バケツを所定の場所に戻す ・ｂ

□１２ ２人組でタイミングを合わせてスコップを返して混ぜる ② １２△できてきた生徒も多いが、水が入って重くなるとスキル的・ｂ

にむずかしい。（ 、 ）以下□１４セメントを加えた空練り □１７水を加えた本練りも同様

●型枠への流し込み

□２０ バケツを正しく持ち、型枠に流し込む ⑥ ２０△できつつある。バケツを持って戻らない生徒がいる。・ｂ

□２１ 正しい順路でバケツを元の位置に戻す（１９～２１繰り返す） ② ２１ 意識して取り組まず。

評価：ａ…正しい道具を選べる

ｂ…正しくスコップ・バケツを

を持てる。

自閉症教育のｷｰﾎﾟｲﾝﾄ：①学習態勢 ②指示を理解する，応じる ③自己管理能力（セルフマネージメント）④楽しい結果を期待して活動に取り組む
⑤自ら何かを伝えようとする意欲と表現する力 ⑥模倣できる、観察できる ⑦課題解決の手がかりとなる刺激に注目できる




